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は
じ
め
に

一　

Ａ
Ｖ
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
経
緯

　
︵
一
︶　

教
職
協
働
・
職
員
協
働
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
と
は

　
︵
二
︶　

教
職
協
働
・
職
員
協
働
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
の
目
的
と
研
究
方
法

　
︵
三
︶　

研
究
成
果

　
　

①　

Ａ
Ｖ
資
料
の
所
蔵
状
況
の
確
認
︵
二
〇
一
六
年
度
～
二
〇
一
七
年
度
︶

　
　

②　

資
料
の
新
規
目
録
作
成
︵
二
〇
一
六
年
度
～
二
〇
一
七
年
度
︶

　
　

③　

評
価
・
選
別
・
デ
ジ
タ
ル
化
の
実
施

　
　

④　

メ
タ
デ
ー
タ
の
作
成

二　

デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
Ａ
Ｖ
資
料
の
研
究
・
教
育
で
の
活
用

　
︵
一
︶　

研
究
で
の
活
用
事
例

　
︵
二
︶　

教
育
で
の
活
用
事
例

　
　
①
上
智
大
学
の
場
合

　
　
②
獨
協
大
学
の
場
合

　
　
③
他
大
学
の
場
合

お
わ
り
に
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上
智
大
学
史
資
料
室
所
蔵
Ａ
Ｖ
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
研
究
・
教
育
で
の
活
用

堅
田
智
子　

は
じ
め
に

上
智
大
学
史
に
関
連
す
る
資
料
の
収
集
・
整
理
・
保
存
を
目
的
と
す
る
上
智
大
学
史
資
料
室
︵
以
下
︑
史
資
料
室
︶
は
現
在
︑
上
智

大
学
中
央
図
書
館
の
九
階
に
あ
る
︒
上
智
大
学
は
︑
二
〇
一
三
︵
平
成
二
五
︶
年
に
創
立
一
〇
〇
周
年
を
迎
え
た
が
︑
大
学
の
歴
史
に

比
し
て
︑
史
資
料
室
の
歴
史
は
浅
い
こ
と
も
あ
り
︑
史
資
料
室
の
存
在
は
︑
残
念
な
が
ら
学
内
で
も
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
に

思
わ
れ
る
︒

史
資
料
室
の
原
点
に
は
︑
一
九
八
〇
年
か
ら
一
九
九
三
年
ま
で
順
次
刊
行
さ
れ
た
︑﹃
上
智
大
学
史
資
料
集
﹄
の
編
纂
に
あ
た
っ
た
︑

史
資
料
集
編
纂
委
員
会
の
活
動
が
あ
っ
た⎠

1
⎝

︒
一
九
七
七
︵
昭
和
五
二
︶
年
三
月
︑
上
智
学
院
第
五
代
理
事
長
柳
瀬
睦
男
︵
一
九
二
二
︲

二
〇
〇
八
︶
の
も
と
︑
第
二
代
理
事
長
を
務
め
︑
文
学
部
教
育
学
科
教
授
で
あ
っ
た
ド
イ
ツ
人
イ
エ
ズ
ス
会
士
ク
ラ
ウ
ス
・
ル
ー
メ
ル

︵K
laus Luhm

er, 1916-2011

︶
を
委
員
長
に
︑
史
資
料
集
編
纂
委
員
会
が
発
足
し
た
︒
史
資
料
集
編
纂
委
員
会
は
︑
文
字
ど
お
り
︑﹃
上

智
大
学
史
資
料
集
﹄
の
編
纂
・
刊
行
を
目
的
に
資
料
収
集
を
開
始
し
︑
こ
れ
が
史
資
料
室
の
活
動
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
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も
の
の
︑
史
資
料
室
の
正
確
な
発
足
時
期
は
︑
長
年
︑
不
明
で
あ
っ
た
︒

し
か
し
︑
筆
者
が
上
智
大
学
で
発
生
し
た
学
生
運
動
に
関
す
る
調
査
を
進
め
る
過
程
で
発
見
し
た
資
料
か
ら
︑
遅
く
と
も
一
九
六
八

年
一
二
月
時
点
で
︑
学
生
運
動
が
激
化
す
る
中
︑
大
学
関
連
の
資
料
を
避
難
さ
せ
る
べ
く
︑
大
学
か
ら
ほ
ど
近
い
新
宿
区
若
葉
に
﹁
資

料
室
﹂
が
設
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
︒
こ
う
し
た
避
難
措
置
以
前
の
﹁
資
料
室
﹂
の
実
態
は
依
然
と
し
て
不
明
で
あ
る
が
︑

い
ず
れ
に
せ
よ
史
資
料
集
纂
委
員
会
の
発
足
以
前
か
ら
︑
学
内
に
は
現
在
の
史
資
料
室
に
類
す
る
組
織
は
存
在
し
て
い
た
よ
う
で
あ

る⎠
2
⎝

︒本
稿
で
は
︑
二
〇
一
六
年
度
よ
り
開
始
さ
れ
た
上
智
大
学
史
資
料
室
所
蔵
の
映
像
資
料
と
音
声
資
料
︵
以
下
︑
Ａ
Ｖ
資
料
︶
の
デ
ジ

タ
ル
化
の
経
緯
や
そ
の
現
況
に
つ
い
て
︑
そ
の
活
動
の
基
礎
と
な
っ
た
上
智
学
院
主
催
の
教
職
協
働
・
職
員
協
働
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研

究
に
ふ
れ
な
が
ら
紹
介
す
る
︒
さ
ら
に
︑
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
Ａ
Ｖ
資
料
の
研
究
・
教
育
へ
の
活
用
事
例
や
展
望
に
つ
い
て
も
紹
介
し

て
い
く
︒

一　

Ａ
Ｖ
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
経
緯

︵
一
︶
教
職
協
働
・
職
員
協
働
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
と
は

現
在
︑
史
資
料
室
で
は
︑
資
料
の
所
蔵
状
況
に
関
す
る
調
査
と
並
行
し
て
︑
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
目
録
の
作
成
が
進
め
ら
れ
て
い
る
︒

所
蔵
資
料
の
総
数
は
不
明
で
あ
る
が
︑
数
万
点
に
お
よ
ぶ
と
思
わ
れ
る
︒

史
資
料
室
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
Ａ
Ｖ
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
︑
二
〇
一
六
年
度
か
ら
二
〇
一
八
年
度
ま
で
計
二
回
に
わ
た
り
採
択
さ

れ
た
教
職
協
働
・
職
員
協
働
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
の
一
環
と
し
て
開
始
さ
れ
た
︒
教
職
協
働
・
職
員
協
働
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
と
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は
︑
上
智
大
学
の
理
念
に
基
づ
き
︑
学
院
行
政
や
教
育
・
研
究
体
制
の
改
善
・
改
革
に
む
け
て
︑
実
現
可
能
な
研
究
・
政
策
の
提
言
を

目
的
と
し
て
い
る
上
智
学
院
に
所
属
す
る
教
員
と
職
員
︑
あ
る
い
は
職
員
が
所
属
部
署
の
垣
根
を
越
え
て
協
働
し
︑
グ
ル
ー
プ
で
研
究

を
推
進
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
︒

二
〇
一
七
年
二
月
︑
第
七
回
︵
二
〇
一
六
年
度
～
二
〇
一
七
年
度
︶
教
職
協
働
・
職
員
協
働
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
に
お
い
て
︑
上

智
大
学
国
際
教
養
学
部
准
教
授
ス
ヴ
ェ
ン
・
サ
ー
ラ
を
研
究
代
表
者
と
し
た
研
究
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
研
究
テ
ー
マ
﹁
大
学
関
連
映
像
・

音
声
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
通
じ
た
Ｉ
Ｒ
の
基
盤
構
築
と
人
材
育
成
﹂
が
採
択
さ
れ
た
︒
七
名
か
ら
な
る
研
究
グ
ル
ー
プ
は
︑
文
学
部

史
学
科
教
員
︑
総
務
局
広
報
グ
ル
ー
プ
職
員
︑
学
術
情
報
局
総
合
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
職
員
︑
史
資
料
室
臨
時
職
員
か
ら
構
成
さ
れ
︑

当
時
︑
上
智
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
史
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
に
在
籍
し
︑
文
学
部
史
学
科
研
究
補
助
員
︵
Ｒ
Ａ
︶
を
務
め
て
い
た

筆
者
も
参
加
し
た
︒
こ
の
ほ
か
︑
上
智
大
学
史
研
究
を
進
め
て
い
る
上
智
大
学
国
際
教
養
学
部
名
誉
教
授
︑
東
京
大
学
文
学
部
准
教
授

も
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
研
究
に
携
わ
っ
た⎠

3
⎝

︒

︵
二
︶
教
職
協
働
・
職
員
協
働
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
の
目
的
と
研
究
方
法

教
職
協
働
・
職
員
協
働
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
に
よ
る
﹁
大
学
関
連
映
像
・
音
声
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
通
じ
た
Ｉ
Ｒ
の
基
盤
構
築

と
人
材
育
成
﹂
は
︑
上
智
大
学
の
Ｉ
Ｒ
基
盤
形
成
の
一
翼
を
担
う
べ
く
︑
上
智
大
学
に
関
連
す
る
Ａ
Ｖ
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
行
な
い
︑

そ
の
過
程
と
成
果
を
教
育
に
積
極
的
に
生
か
し
︑﹁
記
録
を
残
す
﹂︑﹁
記
憶
を
伝
え
る
﹂
人
材
育
成
と
意
識
作
り
へ
と
つ
な
げ
る
こ
と

を
主
た
る
目
的
と
し
た
︒
な
お
︑
Ｉ
Ｒ
︵Investor R

elations

︶
と
は
、
企
業
が
株
主
や
投
資
家
に
む
け
て
企
業
の
経
営
・
財
務
状
況
な

ど
を
発
信
・
広
報
す
る
こ
と
だ
が
、
本
研
究
で
は
、
在
校
生
、
卒
業
生
、
受
験
生
な
ど
へ
の
大
学
に
関
す
る
情
報
発
信
・
広
報
を
意
味

す
る
。



54

現
在
︑
上
智
大
学
に
限
ら
ず
︑
学
術
・
研
究
機
関
で
は
︑
一
般
的
に
文
書
や
映
像
を
作
成
す
る
際
︑
は
じ
め
か
ら
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
る
︒

と
く
に
学
術
研
究
や
教
育
成
果
は
︑
公
開
を
原
則
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
︑
上
智
大
学
の
場
合
︑﹁
上
智
大
学
学
術
情
報
リ
ポ
ジ
ト
リ
﹂

を
運
用
し
︑
こ
こ
に
学
内
で
刊
行
さ
れ
た
学
術
紀
要
な
ど
が
︑
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
に
て
掲
載
さ
れ
て
い
る⎠

4
⎝

︒

一
方
で
︑
お
お
む
ね
一
九
九
〇
年
代
以
前
の
文
書
や
映
像
に
つ
い
て
は
︑
学
籍
簿
な
ど
一
部
を
の
ぞ
き
︑
デ
ジ
タ
ル
化
が
な
さ
れ
て

い
な
い
︒
こ
う
し
た
未
デ
ジ
タ
ル
化
の
資
料
は
︑
上
智
大
学
に
と
っ
て
貴
重
な
文
化
的
資
産
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
︑
そ
も
そ
も
こ

れ
ら
に
歴
史
的
・
学
術
的
価
値
が
あ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
て
い
な
い
た
め
︑
そ
の
存
在
さ
え
も
忘
れ
去
ら
れ
︑
研
究
や
教
育
に
ほ
と
ん

ど
活
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
︒

こ
う
し
た
問
題
意
識
を
ふ
ま
え
︑
本
研
究
で
は
︑
①
総
務
局
広
報
グ
ル
ー
プ
が
管
轄
す
る
史
資
料
室
︑
総
合
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が

管
轄
す
る
テ
レ
ビ
セ
ン
タ
ー
が
所
蔵
す
る
Ａ
Ｖ
資
料
の
状
況
を
確
認
︑
②
こ
れ
ら
Ａ
Ｖ
資
料
を
分
類
し
︑
目
録
を
作
成
︑
③
デ
ジ
タ
ル

化
に
ふ
さ
わ
し
い
Ａ
Ｖ
資
料
を
評
価
・
選
別
し
︑
デ
ジ
タ
ル
化
を
実
施
︑
④
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
Ａ
Ｖ
資
料
を
研
究
・
教
育
に
活
用
︑
と

い
う
四
つ
の
個
別
研
究
を
段
階
的
に
進
め
て
い
っ
た
︒

︵
三
︶
研
究
成
果

①　

Ａ
Ｖ
資
料
の
所
蔵
状
況
の
確
認
︵
二
〇
一
六
年
度
～
二
〇
一
七
年
度
︶

教
職
協
働
・
職
員
協
働
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
を
進
め
る
に
あ
た
り
︑
大
学
に
関
連
す
る
Ａ
Ｖ
資
料
は
︑
お
お
む
ね
史
資
料
室
と
テ

レ
ビ
セ
ン
タ
ー
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
と
想
定
し
て
い
た
︒
し
か
し
︑
調
査
を
進
め
る
中
で
︑
入
学
式
や
学
位
授
与
式
︑
地
域
懇
談
会
な

ど
大
学
が
主
催
す
る
式
典
に
か
か
わ
る
Ａ
Ｖ
資
料
は
︑
総
務
グ
ル
ー
プ
が
所
蔵
し
て
い
る
と
判
明
し
た
た
め
︑
調
査
・
研
究
対
象
を
拡

大
し
た⎠

5
⎝

︒
な
お
︑
図
書
館
に
も
大
学
に
関
連
す
る
Ａ
Ｖ
資
料
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
︑
所
蔵
状
況
が
明
確
で
あ
り
︑
上
智
大
学
図
書
館
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の
運
営
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
蔵
書

目
録
︵O

PA
C

︶
に
て
検
索
が
可

能
で
あ
る
た
め
︑
本
研
究
の
調

査
対
象
か
ら
除
外
し
た⎠

6
⎝

︒
ま
た
︑

一
部
の
講
義
や
講
演
会
︑
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
体
験
授

業
の
映
像
は
︑
上
智
大
学O

pen 

C
ourse W

are

に
て
︑
大
学
を
紹

介
す
る
動
画
はYou Tube

の
公

式
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
て
閲
覧
可
能

だ
が
︑
い
ず
れ
も
映
像
作
成
当
初

か
ら
︑
デ
ジ
タ
ル
化
が
な
さ
れ
て

い
る
映
像
資
料
で
あ
る
た
め
︑
本

研
究
の
調
査
対
象
か
ら
除
外
し

た⎠
7
⎝

︒こ
れ
ら
Ａ
Ｖ
資
料
の
所
蔵
状

況
は
︑
図
一
︑
記
録
媒
体
の
状
況

お
よ
び
資
料
点
数
は
表
一
の
と

史資料室

未整理資料群

広報課移管

他大学関係

その他

大学紛争関係

公開学習センター
移管

広報課移管

その他

整理・分類済み
資料群

テレビセンター

総務グループ

図1　学内でのAV資料の所蔵状況

（上智学院人事局人材開発グループ編『学校法人上智学院　第7回（2016～17年度）教職協働・職
員協働イノベーション研究　報告書』〔上智学院、2017年〕をもとに、筆者作成）
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所
蔵
先

分
類

移
管
前
の
所
蔵
先

記
録
媒
体
の
種
別

資
料
点
数

史
資
料
室

未
整
理
資
料
群

広
報
課
移
管

広
報
課

オ
ー
プ
ン
リ
ー
ル
、

V
H

S、
カ
セ
ッ
ト

テ
ー
プ
、
ミ
ニ

D
V、

C
D、

D
V

D

397

他
大
学
関
係

不
明

V
H

S、
D

V
D

99

そ
の
他

不
明

ベ
ー
タ
マ
ッ
ク
ス
、

V
H

S
587

整
理
資
料
群

大
学
紛
争
関
係

【
86L】

警
備
委
員
会

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ

25

公
開
学
習
セ
ン
タ
ー

関
係
【

92A】
公
開
学
習
セ
ン
タ
ー

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ

55

広
報
課
移
管
【

92B】
広
報
課

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ

271

そ
の
他
【

AV】
不
明

V
H

S、
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
、
オ
ー
プ
ン

リ
ー
ル
、
レ
コ
ー
ド

256

テ
レ
ビ
セ
ン
タ
ー

―
―

―
V

H
S

317

―
―

―
H

D
D

228

総
務
グ
ル
ー
プ

―
―

―
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
、

M
D、

D
V

D
105

合
計

2340

表
1　

AV資
料
の
記
録
媒
体
の
状
況
お
よ
び
資
料
点
数

（
上
智
学
院
人
事
局
人
材
開
発
グ
ル
ー
プ
編
『
学
校
法
人
上
智
学
院
　
第

7回
（

2016～
17年
度
）
教
職
協
働
・
職
員
協
働
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
　
報
告
書
』〔
上
智
学
院
、 2017年

〕
を
も
と
に
、
筆
者
作
成
）
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上智大学史資料室所蔵AV資料のデジタル化と研究・教育での活用

お
り
で
あ
る
︒
す
で
に
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
︑Ｍ
Ｐ
４
や
Ｍ
Ｐ
３
な
ど
の
デ
ー
タ
に
よ
り
パ
ソ
コ
ン
に
保
存
さ
れ
て
い
る
も
の
を
の
ぞ
き
︑

映
像
資
料
で
あ
れ
ば
︑
八
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
︑
一
六
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
︑
ベ
ー
タ
マ
ッ
ク
ス
︑
Ｖ
Ｈ
Ｓ
︑
小
型
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
用
ミ
ニ
Ｄ
Ｖ
︑

Ｃ
Ｄ
︑
Ｄ
Ｖ
Ｄ
︑
音
声
資
料
で
あ
れ
ば
︑
オ
ー
プ
ン
リ
ー
ル
︑
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
︑
Ｃ
Ｄ
︑
Ｍ
Ｄ
と
い
う
よ
う
に
︑
記
録
媒
体
も
多
種

多
様
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
︒

②　

資
料
の
新
規
目
録
作
成
︵
二
〇
一
六
年
度
～
二
〇
一
七
年
度
︶

前
項
で
見
た
よ
う
に
︑
本
研
究
で
調
査
対
象
と
し
た
Ａ
Ｖ
資
料
は
︑
史
資
料
室
︑
テ
レ
ビ
セ
ン
タ
ー
︑
総
務
グ
ル
ー
プ
の
計
三
箇
所

に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
計
二
三
四
〇
点
で
あ
る
︒
こ
の
う
ち
︑
す
で
に
目
録
が
作
成
さ
れ
て
い
た
の
は
︑
史
資
料
室
所
蔵
の
整
理
資
料
群

計
六
〇
七
点
で
あ
っ
た
︒
し
た
が
っ
て
︑
本
研
究
で
は
︑
目
録
が
作
成
さ
れ
て
い
な
い
計
一
七
三
三
点
に
つ
い
て
︑
新
た
に
目
録
を
作

成
す
る
こ
と
と
し
た
︒
そ
の
際
︑
将
来
的
に
学
内
で
目
録
を
統
一
し
︑
一
括
し
て
検
索
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
想
定
し
︑
史
資
料

室
が
現
在
︑
運
用
す
るExcel

デ
ー
タ
を
用
い
た
﹁
資
料
表
題
目
録
﹂
の
項
目
に
し
た
が
い
︑
①
所
蔵
機
関
を
付
し
た
仮
番
号
︵
資
料

番
号⎠

8
⎝

︶︑
②
資
料
点
数
︑
③
表
題
︑
④
資
料
作
成
年
月
日
︑
⑤
概
要
・
備
考
︵
制
作
者
︑
主
催
者
な
ど
︶︑
⑥
資
料
形
態
︵
記
録
媒
体
︶︑

⑦
劣
化
の
有
無
な
ど
資
料
状
態
︑
⑧
メ
モ
︵
移
管
情
報
な
ど
︶
を
記
載
し
た
︒

こ
う
し
た
目
録
作
成
は
︑
記
録
媒
体
に
添
付
さ
れ
て
い
る
ラ
ベ
ル
情
報
を
基
本
と
し
︑
史
資
料
室
の
業
務
の
一
環
と
し
て
︑
史
資
料

室
所
属
の
職
員
が
実
施
し
た
︒
ま
た
︑
本
研
究
が
人
材
育
成
も
目
的
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
︑
上
智
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
史
学
専

攻
に
所
属
す
る
院
生
二
名
も
作
業
に
加
わ
っ
た
︒
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③　

評
価
・
選
別
・
デ
ジ
タ
ル
化
の
実
施

目
録
作
成
後
に
︑
研
究
メ
ン
バ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
に
し
た
が
い
︑
本
研
究
で
調
査
対
象
と
し
た
Ａ
Ｖ
資
料
全
二
三
四
〇
点

に
つ
い
て
︑
デ
ジ
タ
ル
化
し
︑
永
久
保
存
に
ふ
さ
わ
し
い
か
否
か
︑
次
の
七
つ
の
基
準
に
し
た
が
い
︑
歴
史
的
・
学
術
的
価
値
の
有
無

を
評
価
し
た
︒

Ａ
︶
記
録
媒
体
が
古
く
︑
デ
ジ
タ
ル
化
を
し
な
け
れ
ば
劣
化
を
防
げ
な
い
も
の

Ｂ
︶
周
年
記
念
関
係
の
も
の

Ｃ
）
比
較
的
年
代
の
古
い
入
学
式
や
学
位
授
与
式
関
係
の
も
の

Ｄ
）
比
較
的
年
代
の
古
い
学
生
生
活
関
係
の
も
の

Ｅ
）
上
智
大
学
と
関
わ
り
の
深
い
人
物
に
関
係
す
る
も
の

Ｆ
）
上
智
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
竣
工
関
係
の
も
の

Ｇ
）
そ
の
他
︵
記
録
媒
体
に
ラ
ベ
ル
が
な
い
も
の
︶

本
研
究
で
は
︑
調
査
対
象
と
し
た
Ａ
Ｖ
資
料
す
べ
て
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
困
難
で
あ
る
た
め
︑
今
後
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
指
標
と
な
る
計

四
三
点
を
選
び
︑
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
︵
表
二
︲
一
︑二
︲
二
︶︒
な
お
︑
デ
ジ
タ
ル
化
に
あ
た
っ
て
は
︑
劣
化
の
度
合
い
が
高
い
オ
ー
プ

ン
リ
ー
ル
や
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
︑
学
内
に
再
生
機
器
の
な
い
ベ
ー
タ
マ
ッ
ク
ス
な
ど
は
︑
専
門
業
者
に
デ
ジ
タ
ル
化
を
委
託
し
た
︒
ま

た
︑
比
較
的
劣
化
の
度
合
い
が
低
い
Ｖ
Ｈ
Ｓ
は
︑
テ
レ
ビ
セ
ン
タ
ー
に
て
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
︒
デ
ジ
タ
ル
化
の
際
に
は
︑
汎
用
性
を
考

慮
し
︑
映
像
資
料
は
Ｍ
Ｐ
４
︑
音
声
資
料
は
Ｍ
Ｐ
３
の
フ
ァ
イ
ル
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
用
い
︑
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
デ
ー
タ
を
書
き
込
ん
だ
︒
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音
声
資
料
／
映
像
資
料

資
料
番
号

表
題

記
録
媒
体

歴
史
的
・
学
術
的

評
価
の
基
準

音
声

86L-204
大
学
紛
争
関
係

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ

A、
D

92B
-2-81

ホ
イ
ヴ
ェ
ル
ス
師
通
夜
ミ
サ

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ

A、
D、

E

AV-3-2
上
智
大
学
前
史
　
フ
ィ
ス
テ
ル
師
聞
き
取
り

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ

A、
E

AV-3-3
ブ
シ
ェ
ー
の
日
記

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ

A、
E

AV-3-4
上
智
大
学
の
歴
史
　
エ
セ
イ
サ
バ
レ
ナ
神
父

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ

A、
E

AV-3-27-1
大
学
問
題
に
つ
い
て
の
座
談
会

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ

A、
D

AV-3-51
全
共
闘
時
代
の
学
長
交
代
の
挨
拶

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ

A、
D、

E

AV-3-52
守
屋
先
生
退
任
感
謝
の
会

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ

A、
D、

E

史
328

ソ
フ
ィ
ア
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
コ
メ
ン
ト

オ
ー
プ
ン
リ
ー
ル

A

動
画

AV-1-3
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
西
独
首
相

8ミ
リ
フ
ィ
ル
ム

A、
D、

E

AV-1-9
上
智
短
期
大
学
創
設
時
の
フ
ィ
ル
ム

16ミ
リ
フ
ィ
ル
ム

A、
C、

D、
E、

F

AV-2-56
ド
イ
ツ
へ
の
上
智
大
学
紹
介
フ
ィ
ル
ム

V
H

S
A、

E

広
報

229
1999年

度
学
部
入
学
式

ミ
ニ

D
V

A、
C、

D

表
2-1　

第
7回
教
職
協
働
・
職
員
協
働
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
で
デ
ジ
タ
ル
化
し
た

AV資
料
の
一
例

（
上
智
学
院
人
事
局
人
材
開
発
グ
ル
ー
プ
編
『
学
校
法
人
上
智
学
院
　
第

7回
（

2016～
17年
度
）
教
職
協
働
・
職
員
協
働
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
　
報
告
書
』〔
上
智
学
院
、 2017年

〕
を
も
と
に
、
筆
者
作
成
）
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音
声
資
料
／
映
像
資
料

資
料
番
号

表
題

記
録
媒
体

歴
史
的
・
学
術
的

評
価
の
基
準

音
声

AV-3-1
創
立

50周
年
記
念
式
典
式
辞
　
大
泉
孝
上
智
大
学
学

長
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ

A、
B、

D、
E

AV-3-26
理
工
学
部
開
学
式

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ

A、
D、

F

広
報

359
昭
和

45年
度
卒
業
式

オ
ー
プ
ン
リ
ー
ル

A、
C、

D

広
報

381
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
ア
ワ
ー

50周
年
記
念
番
組

オ
ー
プ
ン
リ
ー
ル

A、
B、

D

広
報

390
体
育
館
竣
工
式

オ
ー
プ
ン
リ
ー
ル

A、
D、

F

広
報

396
内
容
不

オ
ー
プ
ン
リ
ー
ル

A、
G

AV-2-3
「
上
智
大
学
五
十
年
」
日
本
語
版

V
H

S
A、

B、
D、

E

動
画

AV-2-4
「
上
智
大
学
五
十
年
」
英
語
版

V
H

S
A、

B、
D、

E 

AV-2-27
ケ
ル
ン
大
司
教
ヨ
ア
ヒ
ム
・
マ
イ
ス
ナ
ー
枢
機
卿
　

上
智
大
学
名
誉
交
友
推
戴
式

V
H

S
A、

E

AV
2-57

1963年
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
プ

V
H

S
A、

D

AV-2-70
1987年

オ
ー
ル
ソ
フ
ィ
ア
ン
の
つ
ど
い

V
H

S
A

広
報

342
上
南
戦

オ
ー
プ
ン
リ
ー
ル

A、
D

表
2-2　

第
8回
教
職
協
働
・
職
員
協
働
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
で
デ
ジ
タ
ル
化
し
た

AV資
料
の
一
例

（
上
智
学
院
人
事
局
人
材
開
発
グ
ル
ー
プ
編
『
学
校
法
人
上
智
学
院
　
第

7回
（

2016～
17年
度
）
教
職
協
働
・
職
員
協
働
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
　
報
告
書
』〔
上
智
学
院
、 2017年

〕
を
も
と
に
、
筆
者
作
成
）

詳
⎠ 9 ⎝
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︵
一
︶
で
記
し
た
よ
う
に
︑
研
究
メ
ン
バ
ー
を
構
成
し
た
教
員
お
よ
び
筆
者
は
︑
歴
史
学
を
専
門
と
し
て
い
る
た
め
︑
Ａ
Ｖ
資
料
の

選
別
に
あ
た
り
︑
各
々
の
専
門
性
を
生
か
し
︑
歴
史
的
・
学
術
的
価
値
の
有
無
を
判
断
し
て
い
っ
た
︒
し
か
し
︑
目
録
作
成
を
終
え
た

段
階
で
︑
文
学
部
新
聞
学
科
が
制
作
に
明
ら
か
に
関
わ
っ
た
と
思
わ
れ
る
映
像
資
料
が
五
四
二
点
︑
ふ
く
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ

た
︒
そ
こ
で
︑
新
聞
学
科
教
員
二
名
に
協
力
を
仰
い
だ
と
こ
ろ
︑
次
の
六
つ
の
基
準
に
し
た
が
い
︑
歴
史
的
・
学
術
的
価
値
の
有
無
を

評
価
し
た
︒

Ａ
︶
お
も
に
新
聞
学
科
の
授
業
に
活
用
可
能
の
も
の

Ｂ
︶
お
も
に
新
聞
学
科
の
授
業
に
活
用
可
能
で
あ
り
︑
映
像
と
し
て
も
価
値
が
あ
る
も
の

Ｃ
︶
カ
ト
リ
ッ
ク
関
係
の
も
の

Ｄ
︶
映
像
と
し
て
価
値
が
あ
る
も
の

Ｅ
︶
内
容
を
確
認
し
な
が
ら
︑
改
め
て
選
別
を
希
望
す
る
も
の

Ｆ
︶
新
聞
学
科
と
し
て
は
不
要
か
つ
廃
棄
を
し
て
も
か
ま
わ
な
い
も
の

そ
も
そ
も
︑
本
研
究
で
調
査
対
象
と
し
た
テ
レ
ビ
セ
ン
タ
ー
は
︑
一
九
六
六
年
四
月
に
開
設
さ
れ
︑
新
聞
学
科
が
テ
レ
ビ
教
育
・
研

究
に
本
格
的
に
進
出
す
る
契
機
と
な
っ
た
施
設
で
あ
る
︒
当
時
︑
イ
エ
ズ
ス
会
日
本
管
区
長
で
あ
っ
た
ペ
ド
ロ
・
ア
ル
ペ
（Pedro de 

A
rrupe, 1907-1991

）
が
︑
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
中
で
テ
レ
ビ
が
重
要
な
役
割
を
は
た
す
こ
と
を
予
期
し
︑
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
研
究
を
専

門
と
し
た
新
聞
学
科
非
常
勤
講
師
ホ
セ
・
マ
リ
ア
・
デ
ベ
ラ
︵Jose M

aria de Vera, 1928-2019

︶
に
︑
テ
レ
ビ
セ
ン
タ
ー
の
開
設
を
命

じ
た
こ
と
が
始
ま
り
で
あ
る⎠

10
⎝

︒
の
ち
に
デ
ベ
ラ
は
︑
正
式
に
新
聞
学
科
に
着
任
し
︑
テ
レ
ビ
セ
ン
タ
ー
所
長
や
新
聞
学
科
長
な
ど
を
歴



62

任
し
た
が
︑
本
研
究
で
の
新
聞
学
科
関
連
の
映
像
資
料
の
評
価
・
選
別
に
協
力
し
た
新
聞
学
科
教
員
に
よ
れ
ば
︑
こ
れ
ら
の
資
料
の
多

く
は
︑
デ
ベ
ラ
に
よ
り
制
作
・
収
集
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
い
う
︒

④ 
メ
タ
デ
ー
タ
の
作
成

本
研
究
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
目
録
は
︑
あ
く
ま
で
も
﹁
資
料
表
題
目
録
﹂
で
あ
る
︒
②
で
言
及
し
た
よ
う
に
︑
将
来
的
に
学
内
で
目

録
を
統
一
し
︑
一
括
し
て
検
索
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
想
定
し
︑
現
在
︑
史
資
料
室
が
運
用
し
て
い
る
﹁
資
料
表
題
目
録
﹂
の
項

目
を
踏
襲
し
た
︒
史
資
料
室
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
大
半
の
資
料
は
︑
文
字
史
料
︵
文
献
史
料
︶
で
あ
る
た
め
︑﹁
資
料
表
題
目
録
﹂
に

記
載
さ
れ
て
い
る
項
目
も
︑
文
字
史
料
の
整
理
を
主
眼
に
置
い
て
設
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
︒
し
た
が
っ
て
︑
Ａ
Ｖ
資
料
を
検
索
す
る

際
︑﹁
資
料
表
題
目
録
﹂
の
形
式
で
は
︑
収
録
分
数
︑
制
作
者
︑
登
場
人
物
︑
場
所
︑
テ
ー
マ
な
ど
︑
Ａ
Ｖ
資
料
な
ら
で
は
の
情
報
が

不
足
す
る
︒
そ
の
た
め
︑
研
究
メ
ン
バ
ー
で
手
分
け
し
︑
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
﹁
資
料
表
題
目
録
﹂
よ
り
も
Ａ
Ｖ
資
料
の
情
報
管
理
や

検
索
に
適
し
た
メ
タ
デ
ー
タ
の
作
成
を
行
な
っ
た
︒

メ
タ
デ
ー
タ
に
は
︑映
像
資
料
︑音
声
資
料
問
わ
ず
︑①
資
料
番
号
︑②
タ
イ
ト
ル
︑③
分
数
︑④
放
送
日
︑⑤
撮
影
日
︑⑥
ジ
ャ
ン
ル
︵
記

録
映
像
か
テ
レ
ビ
映
像
の
録
画
か
︶︑⑦
カ
ラ
ー
の
有
無
／
音
声
の
有
無
／
字
幕
の
有
無
︑⑧
制
作
社
︑制
作
者
︑⑨
出
演
者
︑⑩
内
容
︵
何

分
頃
に
ど
の
よ
う
な
映
像
・
音
声
の
内
容
か
︶︑
⑪
注
記
︵
メ
タ
デ
ー
タ
作
成
者
に
よ
る
分
析
結
果
︑
参
考
文
献
な
ど
︶︑
⑫
元
形
態
︵
デ

ジ
タ
ル
化
前
の
記
録
媒
体
︶︑
⑬
所
蔵
︑
⑭
参
考
画
像
を
記
載
し
た
︒
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二　

デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
Ａ
Ｖ
資
料
の
研
究
・
教
育
で
の
活
用

前
章
で
詳
述
し
た
経
緯
を
た
ど
り
︑
教
職
協
同
・
職
員
協
同
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
に
お
け
る
Ａ
Ｖ
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
実
施
し

た
︒
本
研
究
の
目
的
の
一
つ
で
あ
っ
た
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
Ａ
Ｖ
資
料
の
研
究
・
教
育
へ
の
活
用
は
︑
研
究
メ
ン
バ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
担

っ
た
︒
本
稿
で
は
︑
筆
者
に
よ
る
活
用
事
例
を
紹
介
す
る
︒

︵
一
︶
研
究
で
の
活
用
事
例

筆
者
は
︑
二
〇
一
五
年
末
よ
り
大
学
史
研
究
の
一
環
と
し
て
︑
上
智
大
学
に
お
け
る
学
生
運
動
の
展
開
に
つ
い
て
︑
史
資
料
室
に
所

蔵
さ
れ
て
い
る
関
連
資
料
の
調
査
を
進
め
て
い
る
︒
そ
の
成
果
と
し
て
︑
上
智
大
学
史
学
会
月
例
会
︵
二
〇
一
七
年
一
〇
月
︶︑
上
智

大
学
史
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
︵
二
〇
一
八
年
一
〇
月
︶︑
洋
学
史
学
会
若
手
部
会
六
月
例
会
︵
二
〇
一
九
年
六
月
︶
に
お
い
て
︑﹁
上
智
学

院
第
二
代
︑
第
七
代
理
事
長
ク
ラ
ウ
ス
・
ル
ー
メ
ル
の
見
た
学
生
運
動
︱
︱
上
智
大
学
史
資
料
室
所
蔵
資
料
を
用
い
た
学
生
運
動
研
究

の
可
能
性
︱
︱
﹂
と
題
し
た
口
頭
報
告
を
行
な
い
︑
同
名
論
文
を
上
智
大
学
文
学
部
史
学
科
編
﹃
歴
史
家
の
調
弦
﹄︵
Ｓ
Ｕ
Ｐ
上
智
大

学
出
版
︶
に
て
公
表
し
た⎠

11
⎝

︒

当
該
論
文
で
は
︑
上
智
大
学
に
お
け
る
学
生
運
動
の
全
盛
期
で
あ
る
一
九
六
八
年
か
ら
一
九
六
九
年
ま
で
の
間
︑
渉
外
室
主
任
と
し

て
大
学
広
報
を
担
い
︑
第
二
代
︑
第
七
代
上
智
学
院
理
事
長
を
歴
任
し
た
ド
イ
ツ
人
イ
エ
ズ
ス
会
士
ク
ラ
ウ
ス
・
ル
ー
メ
ル
に
着
目
し

た
︒
史
資
料
室
に
は
︑﹁
Ｋ
．ル
ー
メ
ル
師
寄
贈
文
書
﹂︻
寄
贈
一
︼
や
﹁
大
学
紛
争
関
係
資
料　

ル
ー
メ
ル
師
︑
そ
の
他
﹂︻86M

︼
の

よ
う
に
︑
ル
ー
メ
ル
の
名
を
冠
し
た
資
料
が
現
存
す
る
︒
こ
れ
ら
の
資
料
群
に
は
︑
学
内
で
配
布
・
掲
示
さ
れ
て
い
た
文
書
や
ビ
ラ
︑

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
文
字
史
料
が
大
半
を
占
め
る
が
︑
学
生
運
動
当
時
の
学
内
の
様
子
を
映
し
た
写
真
も
ふ
く
ま
れ
て
い
る
︒
ま
た
︑
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同
時
期
に
母
国
で
あ
る
西
ド
イ
ツ
で
発
生
し
た
学
生
運
動
へ
の
関
心
を
物
語
る
︑
ケ
ル
ン
で
配
布
さ
れ
て
い
た
共
産
主
義
学
生
連
盟
の

機
関
誌
も
あ
る
︒
そ
こ
で
︑
ル
ー
メ
ル
の
収
集
・
整
理
し
た
学
生
運
動
に
関
す
る
資
料
や
ル
ー
メ
ル
の
回
想
録
と
い
っ
た
文
字
史
料
を

分
析
し
︑
ル
ー
メ
ル
が
同
時
代
的
に
ど
の
よ
う
に
学
生
運
動
を
見
て
い
た
か
︑
ま
た
︑
ど
の
よ
う
に
対
処
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
の
か

論
究
し
た
︒

な
お
︑教
職
協
働
・
職
員
協
働
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
の
一
環
と
し
て
は
︑﹁
大
学
紛
争
関
係
資
料
︵
警
備
委
員
会
よ
り
移
管
︶﹂︻86L

︼

図2　「学園紛争による学内の被害状況のフィルム」【AV2-
59】で映し出された校舎内の様子

（「学園紛争による学内の被害状況のフィルム」【AV2-59】より、
筆者作成）
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の
う
ち
︑
教
職
員
と
学
生
間
で
の
討
議
や
座
談
会
︑
学
長
︑
副
学
長
︑
理
事
長
の
講
話
な
ど
を
収
め
た
計
六
本
の
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
︑

学
内
の
被
害
状
況
フ
ィ
ル
ム
︵︻AV

2-59

︼︶
計
一
本
も
デ
ジ
タ
ル
化
し
た⎠

12
⎝

︒
前
者
は
︑
学
生
運
動
当
時
に
活
字
化
さ
れ
て
い
た
が
︑
カ

セ
ッ
ト
テ
ー
プ
に
は
︑
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
や
怒
号
も
収
め
ら
れ
て
い
る
︒
ま
た
︑
後
者
は
︑
バ
リ
ケ
ー
ド
が
解
除
さ
れ
た
後
の
校
舎

内
を
撮
影
し
た
も
の
だ
が
︑
割
れ
た
窓
ガ
ラ
ス
や
殺
伐
と
し
た
教
室
の
様
子
が
そ
の
ま
ま
記
録
さ
れ
て
お
り
︑
無
音
な
が
ら
も
︑
写
真

以
上
に
得
ら
れ
る
情
報
は
多
い
︒
以
上
の
よ
う
に
︑
Ａ
Ｖ
資
料
と
文
字
史
料
を
複
合
的
か
つ
多
角
的
に
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
︑
学
生

運
動
研
究
の
深
化
に
︑
新
た
な
可
能
性
を
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
︒

︵
二
︶
教
育
で
の
活
用
事
例

①
上
智
大
学
の
場
合

筆
者
は
︑
二
〇
一
八
年
度
春
学
期
に
お
い
て
︑
上
智
大
学
文
学
部
史
学
科
の
二
年
次
必
修
科
目
﹁
現
代
歴
史
学
の
課
題
﹂
を
担
当
し

た
︒
講
義
全
体
の
テ
ー
マ
は
︑
筆
者
の
専
門
と
す
る
日
独
関
係
史
や
両
国
が
互
い
に
い
だ
い
た
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
︒
第
三

回
︑
第
四
回
︵
二
〇
一
八
年
五
月
九
日
︑
一
六
日
︶
の
講
義
で
は
︑
上
智
大
学
史
に
見
る
ド
イ
ツ
人
イ
エ
ズ
ス
会
士
の
動
向
や
ド
イ
ツ

と
の
関
係
を
史
資
料
室
所
蔵
の
古
写
真
を
交
え
な
が
ら
説
明
し
た
︒
ま
た
︑
第
四
回
目
の
講
義
で
は
︑
教
職
協
働
・
職
員
協
働
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
研
究
で
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
﹁
ド
イ
ツ
へ
の
上
智
大
学
の
紹
介
フ
ィ
ル
ム
﹂︵SO

PH
IA

: Eine christliche U
niversität in Tokio

︶

︻AV
2-56

︼
を
上
映
し
た
︒

﹁
ド
イ
ツ
へ
の
上
智
大
学
の
紹
介
フ
ィ
ル
ム
﹂
は
︑
ド
イ
ツ
で
の
募
金
活
動
の
た
め
︑
一
九
六
一
年
に
上
智
大
学
が
地
方
国
営
放
送

局
で
あ
っ
た
西
ド
イ
ツ
放
送
に
依
頼
・
制
作
し
た
二
九
分
の
広
報
用
動
画
で
あ
る
︒
全
編
ド
イ
ツ
語
で
あ
り
︑
上
智
大
学
の
創
設
か
ら

発
展
の
歴
史
︑
学
内
や
ド
イ
ツ
語
の
授
業
の
様
子
︑
学
生
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
︑
ド
イ
ツ
人
イ
エ
ズ
ス
会
士
で
上
智
大
学
文
学
部
英
文
学
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図3　「ドイツへの上智大学の紹介フィルム」【AV2-56】での一場面

（「ドイツへの上智大学の紹介フィルム」【AV2-56】より、筆者作成）
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（同）
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科
教
授
で
あ
っ
た
ヨ
ゼ
フ
・
ロ
ゲ
ン
ド
ル
フ
︵Joseph R

oggendorf, 1908-1982

︶
に
よ
る
日
本
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
役
割
の
説

明
な
ど
が
収
め
ら
れ
て
い
る
︒

講
義
内
で
は
︑
時
間
の
都
合
上
︑
動
画
を
す
べ
て
放
映
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
︒
そ
こ
で
︑
第
七
回
教
職
協
働
・
職
員
協
働

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
報
告
会
︵
二
〇
一
八
年
一
月
二
九
日
開
催
︶
で
利
用
し
た
編
集
版
を
放
映
し
た
︒
こ
の
編
集
版
は
︑
ド
イ
ツ
語

の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
確
認
し
︑
会
話
が
途
切
れ
な
い
よ
う
に
配
慮
し
︑
筆
者
が
作
成
し
た
も
の
で
あ
り
︑
全
二
分
で
あ
る
︒
講
義
で
は

ま
ず
︑﹁
ド
イ
ツ
へ
の
上
智
大
学
の
紹
介
フ
ィ
ル
ム
﹂
の
由
来
を
説
明
し
︑
編
集
版
を
放
映
し
︑
適
宜
︑
説
明
を
加
え
た
︒
た
だ
し
︑

聞
き
取
り
や
す
く
︑
平
易
な
ド
イ
ツ
語
の
部
分
に
つ
い
て
は
︑
あ
え
て
説
明
を
加
え
な
か
っ
た
︒
こ
れ
は
︑
第
二
外
国
語
と
し
て
ド
イ

ツ
語
を
履
修
す
る
学
生
が
︑
ド
イ
ツ
語
で
そ
の
ま
ま
理
解
で
き
る
よ
う
工
夫
し
た
た
め
で
あ
る
︒

講
義
終
了
時
に
︑
学
生
に
は
課
題
と
し
て
︑
大
学
史
を
学
ん
だ
感
想
︑﹁
ド
イ
ツ
へ
の
上
智
大
学
の
紹
介
フ
ィ
ル
ム
﹂
を
鑑
賞
し
た

感
想
を
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
ペ
ー
パ
ー
に
記
入
・
提
出
さ
せ
た
︒
第
四
回
目
の
講
義
に
は
︑
受
講
者
数
八
八
名
中
七
七
名
が
出
席
し
︑
リ
ア

ク
シ
ョ
ン
ペ
ー
パ
ー
を
提
出
し
た
が
︑
学
生
の
お
も
な
コ
メ
ン
ト
は
︑
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
︒

①　

大
学
史
に
つ
い
て

•

　

現
在
と
過
去
の
上
智
大
学
の
比
較
を
し
て
み
た
い
︒

•

　

上
智
大
学
の
歴
史
を
よ
り
知
る
こ
と
が
で
き
た
︒

•

　

大
学
史
と
い
う
も
の
が
面
白
い
研
究
対
象
で
あ
る
と
感
じ
た
︒

•

　

文
字
で
大
学
を
知
る
よ
り
も
︑
見
て
大
学
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
︒
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②　
﹁
ド
イ
ツ
へ
の
上
智
大
学
の
紹
介
フ
ィ
ル
ム
﹂
に
つ
い
て

ⅰ
︶
学
生
の
様
子

・　

学
生
の
中
に
外
国
人
の
先
生
が
混
ざ
っ
て
歩
い
て
お
り
︑
今
の
上
智
と
雰
囲
気
が
大
き
く
変
わ
ら
な
い
な
と
感
じ
た
︒

・　

女
子
学
生
が
生
き
生
き
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
︒

•

　

女
子
学
生
の
服
装
が
ど
れ
も
同
じ
に
見
え
た
︒

•

　

い
つ
か
ら
女
子
学
生
が
多
く
な
っ
た
の
か
︑
気
に
な
っ
た
︒

•

　

学
生
が
下
駄
を
履
い
て
い
る
こ
と
に
驚
い
た
︒

ⅱ
︶
学
内
の
様
子

•

　

大
学
内
に
こ
ん
な
に
も
ド
イ
ツ
を
感
じ
る
も
の
が
多
か
っ
た
こ
と
に
驚
い
た
︒

•

　

暗
い
雰
囲
気
に
見
え
た
︒

•

　

学
内
の
説
明
が
わ
か
り
や
す
く
︑
日
常
風
景
が
見
え
た
︒

•

　

今
の
上
智
大
学
に
も
当
時
の
面
影
が
残
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
︒

•

　

構
内
の
風
景
ば
か
り
で
単
調
だ
っ
た
︒

ⅲ
︶
授
業
の
様
子

•

　

授
業
を
う
け
る
学
生
が
退
屈
そ
う
に
見
え
た
︒

•

　

授
業
風
景
は
︑
今
と
変
わ
ら
な
い
よ
う
に
見
え
た
︒
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•
　

語
学
の
講
義
が
ど
の
よ
う
に
行
な
わ
れ
て
い
た
の
か
気
に
な
る
︒

•
　

ド
イ
ツ
語
の
授
業
を
日
本
人
の
先
生
が
担
当
し
て
い
る
こ
と
に
驚
い
た
︵
昔
な
ら
な
お
さ
ら
︑
ド
イ
ツ
人
の
先
生
が
担
当
し
て
い

る
と
思
っ
た
︶

ⅳ
︶
学
外
の
様
子

•

　
︹
筆
者
注
：
東
京
メ
ト
ロ
︺
丸
の
内
線
付
近
の
様
子
や
真
田
堀
の
桜
並
木
が
変
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
に
驚
い
た
︒

ⅴ
︶
ド
イ
ツ
と
の
関
係

•

　

ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
ド
イ
ツ
語
で
あ
り
︑
上
智
と
ド
イ
ツ
関
係
が
深
か
っ
た
こ
と
を
実
感
し
た
︒

•

　

ド
イ
ツ
人
は
こ
の
ビ
デ
オ
を
見
て
︑
ど
う
思
っ
た
の
か
？

•

　

ド
イ
ツ
語
以
外
の
大
学
紹
介
ビ
デ
オ
は
︑
作
ら
れ
た
の
か
？
日
本
語
で
の
日
本
向
け
の
ビ
デ
オ
は
︑
い
つ
か
ら
作
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
か
？

ⅵ
︶
そ
の
他

・　

キ
リ
ス
ト
教
の
要
素
を
今
よ
り
感
じ
た
︒

•

　

一
九
六
〇
年
代
の
古
い
大
学
の
様
子
を
見
る
機
会
が
な
か
っ
た
の
で
︑
貴
重
だ
と
思
っ
た
︒

•

　

過
去
の
様
子
と
現
在
の
様
子
を
比
較
す
る
形
で
利
用
し
て
み
て
は
？

•

　

今
の
よ
う
に
満
足
度
や
就
職
率
な
ど
の
デ
ー
タ
を
出
さ
ず
︑
素
直
に
大
学
の
姿
を
映
し
出
し
て
い
る
印
象
を
う
け
た
︒
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•
　

字
幕
が
あ
る
と
よ
い
と
思
っ
た
︒

•

　

服
装
︑
通
学
方
法
︑
周
囲
の
風
景
な
ど
文
化
に
関
わ
る
情
報
が
た
く
さ
ん
つ
ま
っ
て
い
る
の
で
︑
映
像
を
資
料
と
し
て
活
用
で
き

る
こ
と
を
知
っ
た
︒

•

　

当
時
︑
こ
の
ビ
デ
オ
を
見
て
ど
の
よ
う
に
思
っ
た
の
か
気
に
な
る
︵
あ
れ
で
も
﹁
よ
く
で
き
た
も
の
﹂
と
い
え
る
の
か
？
︶

•

　

四
回
の
講
義
を
通
じ
て
︑
最
も
印
象
に
残
っ
た
︒

•

　

ド
イ
ツ
語
を
第
二
外
国
語
で
履
修
し
て
い
る
の
で
︑
単
語
が
聞
き
取
れ
て
嬉
し
か
っ
た
︒

以
上
の
よ
う
に
︑
映
像
資
料
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
考
え
る
コ
メ
ン
ト
や
︑
大
学
史
に
興
味
を
も
つ
学
生
の
コ
メ
ン
ト
も
多
く
見
受

け
ら
れ
︑
筆
者
が
講
義
で
上
智
大
学
史
を
扱
っ
た
こ
と
に
対
し
て
︑
さ
ら
に
学
び
を
深
め
た
い
と
い
う
好
意
的
な
意
見
も
多
か
っ
た
︒

し
か
し
︑
上
智
大
学
で
は
現
在
︑
大
学
史
を
学
ぶ
い
わ
ゆ
る
﹁
上
智
学
﹂
の
よ
う
な
講
義
は
開
講
さ
れ
て
お
ら
ず
︑
大
学
史
や
大
学
の

創
設
理
念
を
体
系
的
に
学
ぶ
機
会
は
な
い
︒
全
学
共
通
必
修
科
目
で
あ
る
﹁
キ
リ
ス
ト
教
人
間
学
﹂
で
は
︑﹁
他
者
の
た
め
に
︑
他
者

と
と
も
に
﹂︵M

en and W
om

en for O
thers, w

ith O
thers

︶
と
い
う
理
念
の
下
︑
キ
リ
ス
ト
教
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を
学
ぶ
︒
一
部
の
講

義
で
は
︑
大
学
史
に
類
す
る
内
容
も
講
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
︑﹁
上
智
学
﹂
に
相
当
す
る
も
の
で
は
な
い
︒

ま
た
︑
文
学
部
史
学
科
に
在
籍
す
る
学
生
を
対
象
と
し
た
講
義
で
あ
っ
た
た
め
︑
学
生
は
日
頃
か
ら
︑
文
字
史
料
を
目
に
す
る
機
会

が
多
い
︒
し
か
し
な
が
ら
︑
近
代
史
を
専
門
と
す
る
学
生
以
外
は
︑
一
次
史
料
と
し
て
Ａ
Ｖ
資
料
を
用
い
る
こ
と
自
体
︑
皆
無
で
あ
る
︒

学
生
は
︑
一
年
次
の
文
学
部
史
学
科
必
修
科
目
﹁
歴
史
学
入
門
﹂
等
で
︑
歴
史
学
に
お
け
る
文
字
史
料
︑
非
文
字
資
料
の
効
用
に
つ
い

て
知
識
と
し
て
は
学
ぶ
が
︑
実
際
に
Ａ
Ｖ
資
料
を
用
い
た
歴
史
学
研
究
を
初
め
て
目
の
当
た
り
に
し
た
学
生
も
多
く
︑
理
論
の
実
践
の

一
例
と
し
て
︑﹁
ド
イ
ツ
へ
の
上
智
大
学
の
紹
介
フ
ィ
ル
ム
﹂
を
見
た
よ
う
で
あ
る
︒
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こ
う
し
た
学
生
の
反
応
は
︑
お
お
む
ね
筆
者
の
予
想
ど
お
り
で
あ
っ
た
︒
む
し
ろ
︑
大
学
史
を
学
ぶ
こ
と
を
通
じ
て
︑﹁
な
ぜ
︑
こ

の
大
学
で
学
ぶ
の
か
﹂
と
い
う
問
い
を
み
ず
か
ら
見
い
だ
し
た
学
生
が
い
た
こ
と
は
︑
筆
者
に
と
っ
て
新
た
な
発
見
で
あ
っ
た
︒
こ
れ

は
︑
上
智
大
学
の
み
な
ら
ず
︑
筆
者
が
二
〇
一
八
年
度
春
学
期
︑
二
〇
一
九
年
度
春
学
期
と
二
度
に
わ
た
り
担
当
し
た
︑
獨
協
大
学
の

全
学
共
通
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
全
学
総
合
講
座
﹁
獨
協
学
﹂
で
も
︑
同
様
の
傾
向
が
見
ら
れ
た
︒

②
獨
協
大
学
の
場
合

二
〇
一
九
年
度
春
学
期
の
﹁
獨
協
学
﹂
の
シ
ラ
バ
ス
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
講
義
目
的
は
︑
次
の
と
お
り
で
あ
る
︒

﹁
獨
協
﹂
と
い
う
名
詞
は
︑﹁
ド
イ
ツ
︵
獨
逸
︶
学
協
会
﹂
の
略
称
で
あ
る
︒
そ
し
て
そ
の
名
詞
を
タ
イ
ト
ル
と
す
る
こ
の
﹁
獨

協
学
﹂
の
授
業
は
︑
学
生
諸
君
が
そ
こ
で
学
ぶ
獨
協
大
学
に
冠
せ
ら
れ
た
こ
の
名
詞
が
持
つ
多
様
な
概
念
を
ト
ピ
ッ
ク
と
し
て

と
り
あ
げ
︑
日
本
︑
ド
イ
ツ
︑
国
際
︑
外
国
語
︑
近
代
︑
教
育
︑
学
問
︑
大
学
と
い
う
相
当
抽
象
的
な
問
題
を
︑
自
分
と
大
学

に
つ
い
て
思
考
す
る
た
め
の
方
途
と
し
て
み
よ
う
と
い
う
目
的
の
授
業
で
あ
る⎠

13
⎝

︒

﹁
獨
協
学
﹂
は
︑
輪
講
形
式
で
展
開
さ
れ
る
講
義
で
あ
り
︑
筆
者
は
︑﹁
草
創
期
の
獨
逸
学
協
会
学
校
﹂
を
テ
ー
マ
に
︑
隔
年
一
回
ず

つ
︵
二
〇
一
八
年
六
月
四
日
︑
二
〇
一
九
年
六
月
三
日
︶
講
じ
た
︒
三
〇
〇
名
以
上
の
受
講
生
の
大
半
は
一
年
生
で
あ
っ
た
︒

獨
逸
学
協
会
学
校
に
関
す
る
先
行
研
究
や
筆
者
自
身
の
研
究
を
も
と
に
︑
獨
逸
学
協
会
学
校
の
創
立
や
現
在
の
法
学
部
に
相
当
す
る

専
修
科
で
の
ド
イ
ツ
人
法
学
者
に
よ
る
ド
イ
ツ
法
の
講
義
の
実
態
︑
経
営
母
体
で
あ
り
︑
獨
逸
学
に
通
じ
る
お
も
に
ド
イ
ツ
留
学
経
験

者
で
構
成
さ
れ
た
獨
逸
学
協
会
に
つ
い
て
概
説
し
た⎠

14
⎝

︒
ま
た
︑
獨
逸
学
協
会
学
校
と
同
時
代
の
教
育
機
関
の
関
わ
り
と
し
て
︑
上
智
大

学
史
資
料
室
︑
獨
協
学
園
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
資
料
の
調
査
・
分
析
に
よ
り
筆
者
が
明
ら
か
に
し
た
︑
ド
イ
ツ
人
イ
エ
ズ
ス
会
士
︑
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教
員
︑
学
生
に
着
目
し
︑
上
智
大
学
と
の
人
的
交
流
︑
ド
イ
ツ
語
に
よ
る
専
門
的
な
講
義
の
展
開
︑
ド
イ
ツ
性
を
強
く
帯
び
た
両
校
の

共
通
性
に
つ
い
て
も
ふ
れ
た
︒
上
智
大
学
を
創
立
す
る
準
備
段
階
に
お
い
て
︑
獨
逸
学
協
会
学
校
第
六
代
校
長
長
井
長
義
︵
一
八
四
五

︲
一
九
二
九
︶
が
︑
ヘ
ル
マ
ン
・
ホ
フ
マ
ン
︵H

erm
ann H

offm
ann, 1864-1937

︶
ら
上
智
大
学
草
創
期
の
ド
イ
ツ
人
イ
エ
ズ
ス
会
士

に
対
し
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
︑﹁
獨
逸
学
協
会
学
校
が
な
け
れ
ば
︑
上
智
大
学
は
存
在
し
な
か
っ
た
か
も
し
れ

な
い
﹂
と
述
べ
た
︒
講
義
終
了
時
に
は
︑
上
智
大
学
で
の
講
義
と
同
様
に
︑
学
生
に
課
題
と
し
て
︑
講
義
の
感
想
や
質
問
な
ど
を
リ
ア

ク
シ
ョ
ン
ペ
ー
パ
ー
に
記
入
・
提
出
さ
せ
た
︒

リ
ア
ク
シ
ョ
ン
ペ
ー
パ
ー
の
中
に
は
︑
下
記
の
よ
う
に
︑﹁
な
ぜ
︑
こ
の
大
学
で
学
ぶ
の
か
﹂
と
い
う
問
い
を
み
ず
か
ら
見
い
だ
し
︑

そ
の
問
い
に
対
し
て
自
分
な
り
の
答
え
を
考
え
た
学
生
の
コ
メ
ン
ト
が
多
く
見
ら
れ
た
︒

•

　

教
科
書
に
載
っ
て
い
な
い
日
独
関
係
や
獨
逸
学
協
会
︑
獨
逸
学
協
会
学
校
の
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
た
め
︑
獨
協
大
学
で
獨

協
学
を
受
講
し
た
か
ら
こ
そ
得
ら
れ
た
知
識
が
あ
る
と
感
慨
深
く
な
っ
た
︒

•

　

志
望
大
学
を
選
択
す
る
際
︑﹁
表
面
的
な
獨
協
大
学
﹂
し
か
見
え
て
い
な
か
っ
た
が
︑
獨
協
学
を
通
じ
て
︑
ど
ん
な
理
由
で
大
学

が
作
ら
れ
た
の
か
︑
学
び
の
場
の
意
味
を
知
る
こ
と
が
で
き
︑
自
分
の
学
び
を
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
た
︒

•

　

獨
協
大
学
の
学
生
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
も
ち
た
い
︒

•

　

獨
逸
学
協
会
学
校
の
歴
史
が
深
く
︑
現
在
の
獨
協
大
学
に
通
う
価
値
を
見
出
せ
た
よ
う
な
気
が
す
る
が
︑
一
方
で
ド
イ
ツ
語
学
科

で
は
な
い
の
で
︑
ド
イ
ツ
ら
し
さ
を
感
じ
る
機
会
は
な
い
の
が
残
念
︒

と
く
に
注
目
す
べ
き
は
︑
上
智
大
学
や
他
大
学
を
第
一
志
望
と
し
て
い
た
も
の
の
︑
不
合
格
で
あ
っ
た
た
め
︑
不
本
意
な
が
ら
獨
協
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大
学
に
進
学
し
た
学
生
の
コ
メ
ン
ト
で
あ
る
︒
こ
う
し
た
学
生
に
と
っ
て
は
︑
講
義
を
通
じ
て
︑
獨
協
大
学
の
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
︑
獨
協
大
学
に
通
う
こ
と
を
誇
ら
し
く
思
う
き
っ
か
け
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
︒
ま
た
︑
獨
協
大
学
に
進
学
し
た
こ
と
に
よ
り
︑
学

歴
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を
抱
い
て
い
た
学
生
か
ら
は
︑﹁
肩
の
荷
が
下
り
た
﹂︑﹁
あ
の
上
智
大
学
と
関
係
が
あ
っ
た
と
は
！
誇
ら
し
く
思

う
﹂
と
い
っ
た
コ
メ
ン
ト
も
あ
り
︑
獨
協
大
学
で
学
ぶ
こ
と
に
意
義
を
見
い
だ
せ
た
よ
う
で
あ
る
︒
上
智
大
学
で
の
講
義
に
比
べ
︑
獨

協
学
は
︑
獨
協
大
学
の
ル
ー
ツ
を
学
ぶ
と
い
う
明
確
な
コ
ン
セ
プ
ト
が
あ
る
た
め
︑
講
義
内
容
を
よ
り
身
近
な
も
の
と
し
て
捉
え
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
︒

な
お
︑
獨
協
学
そ
の
も
の
は
︑
二
〇
〇
三
年
度
春
学
期
に
初
め
て
開
講
さ
れ
た
︒﹁
獨
協
学
﹂
を
立
ち
上
げ
︑
初
代
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
を
務
め
た
元
獨
協
大
学
法
学
部
教
授
堅
田
剛
の
作
成
し
た
二
〇
〇
三
年
度
の
シ
ラ
バ
ス
か
ら
︑
二
〇
〇
三
年
が
獨
逸
学
協
会
学
校
の

創
立
一
二
〇
年
に
あ
た
る
こ
と
︑
翌
年
が
獨
協
大
学
の
創
立
四
〇
周
年
に
あ
た
る
こ
と
を
意
識
し
た
講
義
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え

る⎠
15
⎝

︒
ま
た
︑
講
義
目
標
に
は
︑
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
︒

﹁
獨
協
学
﹂
と
は
︑
主
と
し
て
新
入
生
の
皆
さ
ん
に
獨
協
︵
大
学
・
学
園
︶
の
過
去
・
現
在
・
未
来
を
考
え
て
も
ら
う
授
業

で
す
︒
縁
あ
っ
て
獨
協
の
一
員
と
な
っ
た
皆
さ
ん
と
私
た
ち
と
で
︑
獨
逸
学
協
会
の
歴
史
や
獨
協
大
学
の
現
状
を
共
有
し
︑
獨

協
の
近
未
来
像
を
一
緒
に
デ
ザ
イ
ン
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
︒﹁
獨
協
学
﹂
は
全
学
共
通
授
業
科
目
の
一
環
と
し
て
︑
学
部
・

学
科
を
問
わ
ず
全
学
的
に
開
か
れ
て
い
ま
す
︒
さ
ら
に
学
生
諸
君
だ
け
で
は
な
く
︑
教
職
員
は
も
と
よ
り
︑
社
会
に
も
世
界
に

も
開
か
れ
た
自
由
な
授
業
を
め
ざ
し
ま
す
︒
こ
の
授
業
を
﹁
ニ
ュ
ー
獨
協
﹂
の
発
信
基
地
と
し
て
共
に
育
て
て
く
だ
さ
い
︒
獨

協
を
﹁
共
育
﹂
し
ま
し
ょ
う⎠

16
⎝

︒
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開
講
当
初
の
﹁
獨
協
学
﹂
は
︑
大
学
史
と
い
う
﹁
過
去
﹂
を
学
ぶ
こ
と
を
通
じ
て
︑
現
在
・
未
来
の
獨
協
大
学
を
学
生
と
と
も
に
考

え
て
い
く
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
が
︑
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
︑
前
者
に
力
点
が
置
か
れ
て
い
た
︒
二
〇
〇
三
年
度
の
講
義
内
容
を
見

る
と
︑
獨
協
大
学
の
現
在
・
未
来
を
考
え
て
い
く
講
義
は
︑
全
一
三
回
の
う
ち
一
回
︑
最
終
回
の
﹁
獨
協
大
学
の
近
未
来
を
探
る
︵
ミ

ニ
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
︶﹂
の
み
で
あ
っ
た
︒
し
か
し
︑
当
初
の
﹁
獨
協
学
﹂
が
︑
学
生
の
現
在
・
未
来
へ
の
思
考
を
蔑
ろ
に
し
て
い
た

わ
け
で
は
な
く
︑
シ
ラ
バ
ス
に
は
﹁
受
講
生
へ
の
希
望
﹂
と
し
て
︑﹁
教
え
る
・
教
え
ら
れ
る
の
関
係
を
超
え
て
︑
こ
の
授
業
を
共
に

育
て
て
い
き
ま
し
ょ
う
︒
学
生
諸
君
の
主
体
的
な
参
加
を
強
く
望
み
ま
す
﹂
と
し
て
︑
参
加
型
の
授
業
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
た
︒

し
か
し
な
が
ら
︑獨
協
学
で
の
筆
者
の
講
義
を
通
じ
︑学
生
が
獨
協
大
学
で
学
ぶ
こ
と
の
意
義
を
見
出
し
た
よ
う
な
︑﹁
主
体
的
な
参
加
﹂

ま
で
を
想
定
し
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
︒

総
じ
て
い
え
ば
︑
大
学
史
を
学
ぶ
講
義
は
︑
学
生
に
と
っ
て
︑
大
学
へ
の
帰
属
意
識
や
愛
校
心
︑
さ
ら
に
は
大
学
で
の
学
び
の
意
義

を
見
い
だ
す
契
機
と
な
り
︑
非
常
に
有
意
義
な
も
の
で
あ
る
︒
ま
た
︑﹁
獨
協
学
﹂
の
場
合
︑
履
修
開
始
学
年
の
制
限
を
設
け
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
が
︑
全
学
共
通
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
た
め
︑
一
年
生
が
履
修
し
や
す
い
︒
第
一
志
望
以
外
の

大
学
に
不
本
意
な
が
ら
進
学
し
︑
学
び
の
意
欲
や
大
学
へ
の
希
望
を
失
い
つ
つ
あ
る
一
年
生
に
対
し
て
︑
大
学
史
が
も
た
ら
す
効
用
は

計
り
し
れ
ず
︑
と
も
す
れ
ば
︑
中
途
退
学
を
予
防
す
る
一
策
と
も
な
り
得
る
の
か
も
し
れ
な
い
︒
し
た
が
っ
て
︑
大
学
史
を
学
ぶ
講
義

は
︑
春
学
期
に
開
講
さ
れ
︑
履
修
開
始
年
次
の
制
限
を
設
け
ず
︑
一
年
生
の
履
修
を
積
極
的
に
促
す
こ
と
が
理
想
で
あ
ろ
う
︒

③
他
大
学
の
場
合

そ
れ
で
は
︑
他
大
学
で
の
大
学
史
に
関
連
す
る
講
義
の
開
講
状
況
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
︒
法
政
大
学
で
は
︑
自
校
教
育

科
目
と
し
て
︑
二
〇
一
一
年
度
よ
り
︑﹁
法
政
学
へ
の
招
待
﹂︵
二
〇
一
九
年
度
︑﹁
大
学
を
知
ろ
う
︿
法
政
学
﹀
へ
の
招
待
﹂
に
改
称
︶

が
開
講
さ
れ
て
い
る
︒
二
〇
一
九
年
度
の
シ
ラ
バ
ス
に
よ
れ
ば
︑
講
義
概
要
お
よ
び
目
的
は
︑
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
︒
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よ
う
こ
そ
法
政
大
学
へ
！
自
分
の
学
ぶ
大
学
や
学
部
が
い
つ
︑
ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
た
の
か
︑
そ
こ
に
ど
ん
な
想
い
や
物
語

が
あ
っ
た
の
か
︑
知
っ
て
み
た
く
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

こ
の
授
業
で
は
︑
一
八
八
〇
︵
明
治
一
三
︶
年
の
創
立
以
来
一
四
〇
年
に
な
る
本
学
の
長
い
歴
史
を
振
り
返
る
と
と
も
に
︑

ほ
か
の
授
業
で
は
触
れ
な
い
校
歌
の
成
り
立
ち
︑
明
治
期
か
ら
の
海
外
と
の
関
わ
り
︑
特
徴
あ
る
研
究
の
蓄
積
や
図
書
館
の
個

人
文
庫
︑
学
生
文
化
の
今
昔
︑
卒
業
生
と
の
活
躍
な
ど
︑
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
法
政
大
学
に
迫
り
ま
す
︒
最
後
に
は
学
生
た

ち
自
身
で
未
来
の
法
政
大
学
を
考
え
︑
総
長
に
提
言
す
る
機
会
も
用
意
し
て
い
ま
す
︒
授
業
を
通
じ
て
︑
そ
う
し
た
歴
史
を
も

つ
本
学
で
学
ぶ
自
ら
を
み
つ
め
︑
将
来
の
目
標
や
キ
ャ
リ
ア
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う⎠

17
⎝

︒

ま
た
︑
明
治
大
学
の
場
合
は
︑
全
学
共
通
総
合
講
座
と
し
て
︑﹁
明
治
大
学
講
座
︱
︱
明
治
大
学
を
知
り
︑
明
治
マ
ス
タ
ー
に
な
ろ

う
︱
︱
﹂
が
あ
り
︑
駿
河
台
︑
和
泉
︑
中
野
キ
ャ
ン
パ
ス
で
春
学
期
︑
秋
学
期
あ
わ
せ
て
︑
全
九
科
目
あ
り
︑
大
学
史
は
︑﹁
明
治
大

学
の
歴
史
Ⅰ
﹂︑﹁
明
治
大
学
の
歴
史
Ⅱ
﹂
が
各
三
回
ず
つ
開
講
さ
れ
て
い
る
︒﹁
明
治
大
学
の
歴
史
Ⅰ
﹂
は
大
学
史
の
概
説
︑﹁
明
治
大

学
の
歴
史
Ⅱ
﹂
は
詳
論
と
い
う
位
置
づ
け
で
あ
り
︑
後
者
で
は
︑
明
治
大
学
の
前
身
で
あ
る
明
治
法
律
学
校
の
卒
業
生
で
あ
っ
た
弁
護

士
山
崎
今
朝
弥
︵
一
八
七
七
︲
一
九
五
四
︶
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
い
る⎠

18
⎝

︒
二
〇
一
九
年
度
の
シ
ラ
バ
ス
に
よ
れ
ば
︑﹁
明
治
大
学
の

歴
史
Ⅰ
﹂
の
講
義
の
概
要
は
︑
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
︒

本
講
座
で
は
︑
講
義
ご
と
に
異
な
る
視
点
か
ら
︑
明
治
大
学
の
歴
史
を
考
え
る
︒
明
治
大
学
を
よ
り
よ
く
深
く
理
解
す
る
こ

と
に
よ
り
︑
そ
の
知
的
・
人
的
等
さ
ま
ざ
ま
な
﹁
資
源
﹂
を
活
用
し
︑
学
生
生
活
や
卒
業
後
の
社
会
生
活
を
よ
り
豊
か
に
す
る

こ
と
を
目
標
と
す
る⎠

19
⎝

︒
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法
政
大
学
︑
明
治
大
学
は
い
ず
れ
も
︑
講
義
で
の
学
び
が
学
生
生
活
︑
将
来
の
目
標
や
将
来
の
社
会
生
活
に
直
結
す
る
こ
と
を
意
図

し
︑
こ
れ
を
シ
ラ
バ
ス
に
明
記
し
て
い
る
︒
一
方
で
獨
協
大
学
の
場
合
︑
こ
う
し
た
意
図
は
シ
ラ
バ
ス
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
︒
し

た
が
っ
て
︑
筆
者
の
担
当
し
た
講
義
回
を
通
じ
︑
学
び
の
意
義
を
主
体
的
か
つ
能
動
的
に
考
え
よ
う
と
し
た
学
生
の
姿
勢
を
高
く
評
価

す
べ
き
で
あ
る
︒

な
お
︑
獨
協
大
学
︑
法
政
大
学
︑
明
治
大
学
は
い
ず
れ
も
︑
明
治
九
大
法
律
学
校
に
数
え
ら
れ
︑
法
曹
養
成
を
目
的
と
し
て
︑
明
治

時
代
に
創
立
さ
れ
た
私
立
の
法
律
学
校
を
源
流
と
す
る
大
学
で
あ
る
︒
大
学
史
研
究
も
盛
ん
で
あ
り
︑
た
と
え
ば
獨
協
大
学
で
﹁
獨
協

学
﹂
を
立
ち
上
げ
た
堅
田
︑
明
治
大
学
で
﹁
明
治
大
学
の
歴
史
Ⅱ
﹂︑﹁
明
治
大
学
の
歴
史
Ⅰ
﹂
の
﹁
明
治
大
学
の
歴
史
・
学
部
の
歴
史

︵
明
治
・
大
正
・
昭
和
戦
前
︶﹂
を
担
当
す
る
法
学
部
教
授
村
上
一
博
は
︑
い
ず
れ
も
法
制
史
を
専
門
と
し
︑
大
学
史
に
つ
い
て
も
著
作

を
発
表
す
る
︑
大
学
史
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る⎠

20
⎝

︒
ま
た
︑
明
治
大
学
の
場
合
︑
日
々
︑
大
学
史
に
関
連
す
る
資
料
を
整
理
・
管
理
を

お
も
な
業
務
と
す
る
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
輪
講
を
担
当
し
て
い
る
こ
と
も
特
徴
で
あ
る
︒

法
政
大
学
で
は
︑
履
修
し
て
い
る
学
生
の
﹁
先
輩
﹂
に
あ
た
る
卒
業
生
が
︑
大
学
生
活
と
現
在
の
職
︑
活
動
に
つ
い
て
語
る
講
義
回

も
設
定
さ
れ
て
い
る
︒
現
在
の
学
び
が
将
来
︑
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
く
か
︑
学
生
が
考
え
る
機
会
と
し
て
有
用
で
あ
ろ
う
が
︑
一

方
で
こ
う
し
た
卒
業
生
の
担
当
す
る
講
義
回
が
あ
ま
り
に
も
多
い
と
︑
卒
業
生
が
思
い
出
を
語
る
ば
か
り
で
︑
大
学
を
知
る
と
い
う
そ

も
そ
も
の
目
的
か
ら
乖
離
し
て
し
ま
う
危
険
も
あ
る
︒
全
一
五
回
︵
あ
る
い
は
一
四
回
︶
の
講
義
回
数
の
う
ち
︑
ど
の
よ
う
な
割
合
で

大
学
史
と
卒
業
生
の
担
当
回
数
を
配
分
す
る
の
が
適
当
か
︑
検
討
の
余
地
が
あ
ろ
う
︒

ま
た
同
時
に
︑
生
涯
学
習
と
い
う
観
点
で
い
え
ば
︑
こ
う
し
た
大
学
史
の
講
義
は
︑
在
学
生
の
み
な
ら
ず
︑
卒
業
生
を
ふ
く
む
一
般

向
け
の
公
開
講
座
と
し
て
開
講
さ
れ
る
こ
と
も
想
定
す
べ
き
で
あ
ろ
う
︒
幅
広
い
世
代
︑
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を
も
つ
受
講
生
か
ら
︑
新
た

な
反
応
が
見
ら
れ
︑
対
外
的
な
Ｐ
Ｒ
や
Ｉ
Ｒ
活
動
へ
と
活
用
で
き
る
可
能
性
が
高
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒
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お
わ
り
に

本
稿
で
は
︑
二
〇
一
六
年
度
か
ら
二
〇
一
八
年
度
ま
で
︑
筆
者
が
研
究
メ
ン
バ
ー
と
し
て
携
わ
っ
た
上
智
学
院
教
職
協
働
・
職
員
協

働
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
﹁
大
学
関
連
映
像
・
音
声
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
通
じ
た
Ｉ
Ｒ
の
基
盤
構
築
と
人
材
育
成
﹂
を
も
と
に
︑
デ

ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
映
像
資
料
︑
音
声
資
料
の
研
究
・
教
育
へ
の
活
用
事
例
を
紹
介
し
た
︒

本
研
究
に
お
い
て
は
︑
恒
久
的
な
資
料
保
存
と
利
用
を
目
的
に
Ａ
Ｖ
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
目
指
し
た
︒
し
か
し
︑
た
と
え
ば
映
像

資
料
の
も
と
も
と
の
記
録
媒
体
が
︑
八
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
︑
一
六
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
︑
ベ
ー
タ
マ
ッ
ク
ス
︑
Ｖ
Ｈ
Ｓ
︑
小
型
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ

用
ミ
ニ
Ｄ
Ｖ
︑
Ｃ
Ｄ
︑
Ｄ
Ｖ
Ｄ
と
多
様
で
あ
っ
た
よ
う
に
︑
技
術
の
発
展
は
め
ま
ぐ
る
し
い
︒
し
た
が
っ
て
︑
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
Ａ
Ｖ

資
料
も
︑
数
年
後
に
は
ふ
た
た
び
︑
新
た
な
技
術
に
基
づ
い
て
デ
ジ
タ
ル
化
し
直
す
必
要
に
迫
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
︒
む
し
ろ
︑
時

が
経
つ
に
つ
れ
︑
現
存
す
る
Ａ
Ｖ
資
料
の
劣
化
が
進
み
︑
再
生
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
る
こ
と
を
防
ぐ
こ
と
こ
そ
急
務
で
あ
り
︑
資
料

目
録
の
作
成
を
終
え
︑
資
料
の
現
存
状
況
を
把
握
す
る
と
い
う
︑
本
研
究
で
の
最
大
の
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
は
で
き
た
︒

こ
う
し
た
成
果
の
一
方
で
︑
研
究
︑
教
育
の
み
な
ら
ず
︑
Ｐ
Ｒ
︑
Ｉ
Ｒ
活
動
な
ど
多
方
面
で
活
用
が
期
待
さ
れ
る
Ａ
Ｖ
資
料
が
上
智

大
学
内
に
数
多
く
現
存
す
る
こ
と
に
つ
い
て
︑
学
内
で
の
認
知
度
が
極
端
に
低
い
こ
と
も
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
︒
本
研
究
で
は
︑
上
智

大
学
史
資
料
室
︑
総
務
グ
ル
ー
プ
が
所
蔵
・
管
理
す
る
Ａ
Ｖ
資
料
を
対
象
と
し
て
い
た
が
︑
学
内
に
は
こ
れ
以
外
に
も
学
部
学
科
︑
研

究
機
関
︑
部
署
単
位
で
独
自
に
Ａ
Ｖ
資
料
が
所
蔵
・
管
理
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
非
常
に
高
い
︒
Ａ
Ｖ
資
料
の
み
な
ら
ず
︑
各
機
関
で

作
成
さ
れ
た
資
料
が
︑
各
機
関
に
ど
れ
ほ
ど
所
蔵
さ
れ
て
い
る
か
︑
そ
も
そ
も
包
括
的
に
検
索
す
る
シ
ス
テ
ム
も
な
く
︑
状
況
の
把
握

は
困
難
を
極
め
る
︒
ま
た
︑
本
稿
で
も
指
摘
し
た
と
お
り
︑
文
書
や
映
像
の
作
成
は
︑
は
じ
め
か
ら
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
る
の
が
一
般
化

し
て
お
り
︑
資
料
の
作
成
が
簡
便
に
な
っ
た
一
方
で
︑
Ａ
Ｖ
資
料
の
よ
う
に
︑
再
生
機
器
が
す
で
に
処
分
さ
れ
て
い
た
り
︑
新
た
に
入
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手
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
り
す
る
た
め
︑
再
生
さ
れ
る
こ
と
な
く
︑
歴
史
的
・
学
術
的
価
値
を
判
断
す
る
以
前
に
廃
棄
さ
れ
た
資

料
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
︑
容
易
に
想
像
さ
れ
る
︒
ま
ず
は
︑
資
料
を
作
成
・
管
理
す
る
側
が
︑
目
の
前
に
あ
る
資
料
と
ど
の
よ

う
に
向
き
合
う
か
︑
と
く
に
将
来
を
見
据
え
て
ど
の
よ
う
に
保
存
・
管
理
し
て
い
く
べ
き
な
の
か
意
識
す
る
こ
と
か
ら
始
め
ね
ば
な
ら

な
い
だ
ろ
う
︒

本
稿
は
︑
二
〇
一
八
年
一
一
月
二
一
日
に
南
山
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
講
演
会
﹁
上
智
大
学
に
お
け
る
資
料
保
存
と
研
究
・
教
育
で
の
活
用
﹂

で
の
筆
者
の
口
頭
報
告
を
も
と
に
︑
大
幅
に
加
筆
・
修
正
し
た
︒

　
　
　
　
　

註

︵
1
︶　

上
智
大
学
史
資
料
集
編
纂
委
員
会
編
﹃
上
智
大
学
史
資
料
集
﹄
全
六

巻
︑
上
智
学
院
︑
一
九
八
〇－

一
九
九
三
年
︒
拙
稿
﹁
第
二
代
︑
第
七

代
上
智
学
院
理
事
長
ク
ラ
ウ
ス
・
ル
ー
メ
ル
の
見
た
学
生
運
動
︱
︱
上

智
大
学
史
資
料
室
所
蔵
資
料
を
用
い
た
学
生
運
動
研
究
の
可
能
性
︱

︱
﹂
上
智
大
学
文
学
部
史
学
科
編
﹃
歴
史
家
の
調
弦
﹄
Ｓ
Ｕ
Ｐ
上
智
大

学
出
版
︑
二
〇
一
九
年
︑
一
〇
五
頁
︒

（
2
）　
拙
稿
︑
一
一
五
頁
︒

（
3
）　
当
該
教
職
協
働
・
職
員
協
働
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
の
成
果
は
︑
学

内
で
の
報
告
会
お
よ
び
報
告
書
に
て
公
表
さ
れ
た
︵
上
智
学
院
人
事
局

人
材
開
発
グ
ル
ー
プ
編
﹃
学
校
法
人
上
智
学
院
第
七
回
︹
二
〇
一
六
～

一
七
年
度
︺
教
職
協
働
・
職
員
協
働
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
報
告
書
﹄

上
智
学
院
︑
二
〇
一
七
年
︑
一
一
五－

一
五
八
頁
︒
上
智
学
院
人
事
局

人
材
開
発
グ
ル
ー
プ
編
﹃
学
校
法
人
上
智
学
院
第
八
回
︹
二
〇
一
七
～

一
八
年
度
︺
教
職
協
働
・
職
員
協
働
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
報
告
書
﹄

上
智
学
院
︑
二
〇
一
八
年
︑
二
五－

四
四
頁
︶︒

（
4
）　
上
智
大
学
学
術
情
報
リ
ポ
ジ
ト
リ https://digital-archives.sophia.

ac.jp/repository/

︵
二
〇
一
九
年
六
月
三
〇
日
閲
覧
︶

（
5
）　
た
だ
し
︑
総
務
グ
ル
ー
プ
が
所
蔵
し
︑
二
号
館
地
下
倉
庫
に
保
管
さ
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れ
て
い
る
Ａ
Ｖ
資
料
の
み
が
対
象
で
あ
る
︒

（
6
）　
上
智
大
学
図
書
館O

PA
C

シ
ス
テ
ムhttp://lux.lib.sophia.ac.jp/

opac/servlet/opac.O
pacSearchServlet?A

C
T

IO
N

_T
Y

PE
=new

_

search&
STY

PE=2&
SLV

=1&
SEN

D
_SSL=off

︵
二
〇
一
九
年
六
月

三
〇
日
閲
覧
︶

（
7
）　
上
智
大
学O

pen Course W
are http://ocw.cc.sophia.ac.jp

︵
二
〇
一
九

年
六
月
三
〇
日
閲
覧
︶︑
上
智
大
学You Tube

公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル

https://w
w

w.youtube.com
/channel/U

CG
G

X
iD

uljU
c9O

6A
x5M

yrzcg/

featured

︵
二
〇
一
九
年
六
月
三
〇
日
閲
覧
︶

（
8
）　
仮
番
号
は
︑以
下
の
と
お
り
で
あ
る
︒
史
資
料
室
所
蔵︵
大
学
関
係
︶：

資
料
番
号
﹇
史
一
﹈︑
史
資
料
室
所
蔵
︵
広
報
課
移
管
︶：
資
料
番
号

﹇
広
報
一
﹈︑
史
資
料
室
所
蔵
︵
他
大
学
関
係
︶：
資
料
番
号
﹇
史
他
一
﹈︑

総
合
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
︵
テ
レ
ビ
セ
ン
タ
ー
︶
所
蔵
：
資
料
番
号
﹇
総

メ
一
﹈︑
総
務
グ
ル
ー
プ
所
蔵
：
資
料
番
号
﹇
総
一
﹈

（
9
）　
デ
ジ
タ
ル
化
お
よ
び
メ
タ
デ
ー
タ
の
作
成
に
よ
り
︑
学
費
問
題
に
関

す
る
座
談
会
の
様
子
を
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
判
明

し
た
︒

（
10
）　W

eb

で
知
る
“SO

PH
IA

”﹁
上
智
大
学
テ
レ
ビ
セ
ン
タ
ー
﹂（https://

w
w

w.sophia.ac.jp/jpn/aboutsophia/sophia_spirit/itd24t0000000d7f-

att/itd24t0000007m
ff.pdf

）︵
二
〇
一
九
年
六
月
三
〇
日
閲
覧
︶

︵
11
︶　

拙
稿
︑
一
〇
一－

一
二
二
頁
︒

（
12
）　
本
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
︑
第
七
回
︑
第
八
回
教
職
協
働
・
職
員
協

働
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
と
は
別
に
実
施
さ
れ
た
も
の
の
︑
メ
タ
デ
ー

タ
の
作
成
は
︑
第
八
回
教
職
協
働
・
職
員
協
働
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究

の
一
環
と
し
て
行
な
わ
れ
︑
成
果
と
し
て
報
告
さ
れ
た
︒

（
13
）　﹃
二
〇
一
九
年
度
シ
ラ
バ
ス　

全
学
共
通
授
業
科
目
﹄
獨
協
大
学
︑

二
〇
一
九
年
︑
二
頁
︒

（
14
）　
獨
逸
学
協
会
お
よ
び
獨
逸
学
協
会
学
校
研
究
に
つ
い
て
︑
以
下
参
照

の
こ
と
︒
拙
稿
﹁
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
フ
ォ
ン
・
シ
ー
ボ
ル
ト
と
獨
逸

学
協
会
学
校
﹂﹃
獨
協
学
園
史
資
料
セ
ン 

タ
ー
研
究
年
報
﹄第 

五
・
六
号
︑

獨
協
学
園
史
資
料
セ
ン
タ
ー
︑
二
〇
一
四
年
︑
三－

三
一
頁
︒
同
﹁
獨

逸
学
協
会
学
校
の
復
興
と
和
独
会
︱
︱
大
村
仁
太
郎
︑
玉
井
喜
作
︑
シ

ー
ボ
ル
ト
兄
妹
の
支
援
を
め
ぐ
っ
て
︱
︱
﹂﹃
洋
学
﹄
第
二
三
号
︑
洋

学
史
学
会
︑
二
〇
一
六
年
︑
六
一－

八
七
頁
︒
同
﹁
上
智
大
学
史
資
料

室
︑
獨
協
学
園
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
資
料
に
見
る
上
智
大
学
の
創
設

と
ド
イ
ツ
人 

イ
エ
ズ
ス
会
士
﹂﹃
上
智
史
学
﹄
第
六
三
号
︑
上
智
大
学

史
学
会
︑
二
〇
一
八
年
︑
一
九－

三
五
頁
︒
堅
田
剛
﹃
独
逸
学
協
会
と

明
治
法
制
﹄
木
鐸
社
︑
一
九
九
九
年
︒

（
15
）　
二
〇
〇
三
年
度
全
学
共
通
授
業
科
目
全
学
総
合
講
座
﹁
獨
協
学
﹂
春

学
期
シ
ラ
バ
ス︵http://w

w
w.dokkyo.ac.jp/kyoum

u/pdf/2003/zengaku_

k.pdf

︶
八－

九
頁
︵
二
〇
一
九
年
八
月
六
日
閲
覧
︶

な
お
︑
二
〇
〇
三
年
度
は
︑
春
学
期
と
秋
学
期
に
そ
れ
ぞ
れ
﹁
獨
協
学
﹂

が
開
講
さ
れ
て
い
た
︒

（
16
）　
同
︑
八
頁
︒

（
17
）　
二
〇
一
九
年
度
市
个
谷
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
開
講
科
目
﹁
大

学
を
知
ろ
う
︿
法
政
学
﹀
へ
の
招
待
﹂
ウ
ェ
ブ
シ
ラ
バ
ス
︵https://
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上智大学史資料室所蔵AV資料のデジタル化と研究・教育での活用

syllabus.hosei.ac.jp/w
eb/preview

.php?no_id=1911587&
nendo=

2019&
gakubu_id=%

E3%
83%

A
A

%
E3%

83%
99%

E3%
83%

A
9%

E3

%
83%

A
B

%
E3%

82%
A

2%
E3%

83%
B

C
%

E3%
83%

84&
gakubueng

=A
X

&
t_m

ode=pc

︶︵
二
〇
一
九
年
八
月
六
日
閲
覧
︶

（
18
）　
二
〇
一
九
年
度
﹁
明
治
大
学
講
座
︱
︱
明
治
大
学
を
知
り
︑
明
治
マ

ス
タ
ー
に
な
ろ
う
︱
︱
﹂
ウ
ェ
ブ
シ
ラ
バ
ス
︵https://w

w
w.m

eiji.

ac.jp/edu/zengaku/6t5h7p000000b763-att/6t5h7p00000r12l2.pdf

︶

九
六－

一
一
三
頁
︵
二
〇
一
九
年
八
月
六
日
閲
覧
︶

（
19
）　
同
︑
一
〇
〇
頁
︒

（
20
）　
堅
田
剛
︑
前
掲
書
︒
村
上
一
博
編
著
﹃
日
本
近
代
法
学
の
揺
籃
と
明

治
法
律
学
校
﹄
日
本
経
済
評
論
社
︑
二
〇
〇
七
年
︒


